
TherearetwonewmovementsinAfricarecently:（1）political
reformstowarddemocracyand（2）economicreformsbasedon
theconditionalityoftheInternationalMonetaryFundandthe
structuraladjustmentpolicyoftheWoldBank.SomeAfrican
countrieshave succeeded in carrying outthe reforms.
Botswanaisagoodexampleforotherstofollowinthenew
Africa.Itshowsthatconsistentpolicypromotesstabilityand
economicreform,invitingforeigncapitalandrealizingeco-
nomicgrowth.
Botswanais,however,exceptional.Africaingeneralsuffers
fromapessimism,・Afro-pessimism,・whichdefinesAfricaasa
continentundergoingintellectual,economic,andinstitutional
decline.Africaisdevoidofthepowertorejuvenateitselffrom
within.TheAfro-pessimismconsistsatleastofthefollowing
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sevenaspects:
（1）Thelackofagroupattitudetomakesystematicuseof
trainingreceivedbyindividualmembersofanorganiza-
tion.

（2）The・SoftState・factor（G.Myrdal）andhabitualcor-
ruption.

（3）Thelackofanattitudeofprotectingtheenvironment.
（4）Vulnerableexternalrelations.
（5）Aweakindustrialbase.
（6）Multi-dimensionalextremepoverty.
（7）Difficultsimultaneousattainmentofbothdemocratiza-
tionandeconomicreform.
Thesedifficultiesareconnectedwithoneanother,making
theAfro-pessimismdifficulttosolve.
ItisveryunlikelythattheAsiangrowthexperiencewillbe

repeatedinAfrica.Asiangovernmentspromotedprivateeco-
nomicactivitiessystematically,realizing rapid economic
growthduetoanumberoffavorableconditionsthatarelack-
inginAfrica.

Now istheageofglobalization.EvenAfricancountries
cannotexistinisolation.Theymustbebothautonomousand
dependentonforeigncompaniesorcountriesinawiseman-
ner.This・autonomousdependence・ispossibleonlyifAfrican
countriesareunited,stable,andnotcorruptinside.
InMyrdal・sAsianDrama,attitudesandinstitutionsarere-
gardedasveryimportant.Ifhehadwrittenabookcalled
AfricanDrama,Myrdalwouldlikewisehavestressedthese
twoaspects.MostAfricanattitudesandinstitutionsarenot
progressivebutretrogressive.MostAfricanstatesare・soft
states・inMyrdal・sterminology.Itisdifficultnottobepessi-
mistic.
Politicalstabilityisdifficultwithouteffectiveeconomic
reform.Economicreformisnoteffectivewithoutpoliticalsta-
bility.Bothreformsmustgohandinhandinthetwenty-first
century.Thisisaverytallorder,butitisabsolutelyessential
forsurvivalofthenewAfricainaborderlessage.
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１．始めに

1999年12月初旬に私は初めてアフリカに飛んだ。12日間の出張でコート

ジボワールとガーナを訪問したが、アジアに親しんできた私にとって、西

アフリカの毎日は、強烈な印象を与え、ショックの連日であった。その記

録を整理し内外の文献を少し展望してまとめたのが、本論文である。本論

文は、いわゆる新生アフリカにひそむ悲観、アフロ・ペシミズムの真相に

迫る試みの一つである。アフリカは多様性に富み、その問題も多種多様で

あるが、ここでは、主に国際経済論の立場から分析を進める。開発経済論

（特にミュルダールの『アジアのドラマ』）にも留意する。なおアフリカは私に

とっては初めてのテーマである。未熟な点や意外な間違いが潜んでいるに

違いない。読者のご意見や批判をもとに改善できれば幸いである。

２．新生アフリカの二つの大きな動き

アフリカには、少なくとも二つの新しい動きが、1980年代後半と90年代

に入って、見られる。歴史的に見て注目されるこれら二つの動きとは、

（１） 民主主義を模索しようとする政治改革

（２） 経済効率を重視した経済改革

である。

（１） 1990年代になってサブ・サハラ47�国中の27�国で複数政党制

による選挙が行われた。それまでの30�国が一党独裁であったことを考え

ると大変な進歩である。アフリカでは、政治なしに新生や復興（ルネッサ

ンス）を語れない。この民主化にむけた政治の動きは下からの動きであり、

確かに明るい材料である。良い政治風土は投資を呼び込むきっかけにもな

る。複数政党制による民主主義の成功例はボツワナである。

（２） 長期にわたる経済不振と貧困に喘いできたアフリカであるが、

最近に見られる経済の回復の兆しは、国際通貨基金（IMF）や世界銀行の
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条件を満たそうと努力してきた成果である。1980年代後半から構造調整、

市場経済化の動きがアフリカ各地で見られ、経済政策の間接化（独裁者の

個人的な経済統制から市場機能重視への移行）が図られてきた。市場の条件を

整えることで国内外の投資を刺激し、その投資によって経済成長を達成し

ていくという構想であり、一部の国（例、ガーナ、ウガンダ）では成功を収

めている。

例えばガーナを見てみよう。サハラ以南で最初の独立を1957年に達成し

たガーナは、それに続く25年間に経済的下降を経験した。社会主義の弊害、

国営企業の非効率、軍事クーデタが次から次へと表面化したからである。

66年から81年にかけてガーナで６つの政府が登場したが、いずれも腐敗し

た無能な政府であった。60年代の数度の軍事クーデタと政情不安は経済情

勢を悪化させ、外資を遠ざけた。そのような悪化は70年代も持続した。

しかし、1980年代になってガーナは立ち直りを見せた。ローリングズ政

府は、IMF、世銀の協力のもとで、「経済復興計画」（ERP）の採用に踏み

切った。構造調整政策に基づく経済自由化が効果を発揮し、80年代後半か

ら５％の成長率が実現してきた。画期的なことである。

現在、ガーナは困難な局面を乗り切ったとされ、IMF融資は1992年３

月以来実施されていない。世銀の融資も構造調整融資からプロジェクト融

資へ変わってきており、ガーナは他国の模範とも言われる。最近のガーナ

は、IMFの優等生として、アフリカで常に注目される存在である。国際

協力事業団（JICA）でもガーナの評価は高い。ガーナのような成功例は他

にも少しではあるが、見うけられる。

1990年代になって、南ア、インド、マレーシアからの投資がアフリカの

所々に活発化してきている。経済見通しが好転し、投資しても安心である

という見通しが立てば、暗黒アフリカの経済にも突破口が見えてくること

になる。経済が成長すれば政治的対立は緩和するのである。そういう意味

で新生アフリカに未来があるとも言える。事態の好転が続くならば21世紀

に希望や期待が寄せられるであろう。

52



３．模範的なボツワナの先例

ガーナ大学の Gyimah-Boadi教授は、私との２時間のインタビューの

中で次のように語った。

「貧しいレベルから出発したボツワナであるが、政府がしっかりしてお

り、民主主義が定着している。政情安定が外資誘致の呼び水となっている。

政治の透明性が進んでおり、競争的選挙が確立し、統治能力はアフリカで

抜群である。独立以来クーデタが起きたことがないという例外性も目立つ。

政府の歳出は慎重であり、対外債務を低く抑えている。政策の一貫性のも

とで高度成長が導かれている。テクノクラートの政治からの中立が進んで

おり、アフリカでは珍しく癒着や汚職や縁故が少ない。将来を見据えた巧

みな西側寄りの独自の政策が効を奏している。これは決して外圧に屈した

政策ではない。あくまでも独自の策である」（1999年12月６日、ガーナ大学民

主主義経済開発研究所にて、録音テープ）。

このように民主主義と経済開発でボツワナは注目される。ボツワナの成

功例は、「政情安定がある→外資が入る→経済成長がある」、という公式を

想起させる。経済面では、1966年の独立以来、ボツワナは、11 13％の成

長率を達成してきた。１人当たり国内総生産（GDP）は1988年に1,600ドル

を超え、その後も伸びつづけている。

高度成長の源は豊かな天然資源（ダイヤモンド、銅、ニッケルなど）であ

る。特にダイヤモンドが1967年にオラパで発見され、ボツワナ経済は潤っ

ている。対外依存（特に南アフリカへの依存）を減らすのに成功している。

生活水準の向上に伴い、平均寿命も独立当初の49歳から最近年では69歳に

伸びている。ボツワナは教育に熱心であり、GDPに占める教育費の比率

は世界でトップ（1996年、10.4％）である。もっとも、人口の伸びも著しく、

ボツワナの出生率（同年、公表は3.5％）は世界で最高である。高い出生率、

高い失業率、都市への人口集中などの問題はあるが、ボツワナの全体像の

良さはアフリカの中で特に目立つ。アフリカには資源の豊かな国が多い。
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注目すべきは、資源の豊かさだけで自然に良好な経済が出きるわけではな

いという点である。ダイヤモンドの輸出で得た外貨を農業の振興に用いて

いるのがボツワナである。外貨を贅沢品の購入に使ってしまう国ではない。

最近のボツワナのマクロ経済指標は、表１のように極めて優れている。

豊富な資源に恵まれ、かなりの高度成長を達成しているし、インフレも下

降ぎみである。何よりも経常収支が例外的に黒字であり、輸入を上回る輸

出の好調に支えられている。そのために外貨準備も増加傾向にあり、デッ

ト・サービス・レイショ（Debt-ServiceRatio）も低い。財政の黒字を計上

し、金利も横ばいないし下降傾向にある。

ボツワナは慎重な西側寄りの政策で一貫しており、政治的に安定してい

る。1966年の独立以来、大統領は革命的ではない。初代のカーマ大統領は

南に国境を接する南アフリカに対して中立的な政策をとり、アパルトヘイ

トに否定的であった。こうした独自の平和外交が効を奏している。

アフリカにもボツワナのような国がある、というだけでも、他の国に励

みとなる。良い経済の背後には良い政府や統治があり、良い政府や統治は

良い経済を生じる。ボツワナ経済の優秀さは政府の優秀さである。良き統

治がなされ、民主的な多党政治がアフリカでは例外的に立派に機能してい

る。

Stedman（1993,p.1）も次のように述べる。

・Botswanastandsoutasanexampleofeconomicdevelopment,functional
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表１ ボツワナのマクロ経済指標

1994 1995 1996 1997 1998

実質GDP成長率（％） 3.1 7.0 6.8 4.2 3.5

消費者物価上昇率（％） 10.6 10.5 10.1 8.8 7.6

輸出（10億米ドル） 1.73 1.88 2.16 2.23 3.00

輸入（10億米ドル） 1.46 1.35 1.58 1.44 1.94

経常収支（10億米ドル） ＋0.5 ＋0.24 ＋0.34 ＋0.66 ＋0.82

外貨準備（10億米ドル） 4.40 4.70 5.24 5.68 6.20

中央政府収支（対GDP比,％） ＋1.6 ＋1.9 ＋7.6 ＋6.6 ＋0.9

ボツワナ中央銀行公定歩合（％） 13.5 13.0 13.0 12.5 12.5

（出所） Botswanaauthorities,IMFestimates,IMFEconomicReview,January-April1998,
p.29.



governance,andmultipartyliberaldemocracy.Botswanaisacountryakin

toSwitzerland,anexceptionthatconfoundsgeneralization,butwhosevery

exceptionalitypromptsanalyststoseeitasahopefulmodelforothersocie

ties.・（ボツワナは経済発展、機能的な統治、多数政党の自由民主主義の模範とし

て傑出している。ボツワナは、スイスと同様に一般化を拒む例外的な国であり、そ

れゆえにこそ、他のアフリカ諸国に希望を抱かせるモデルとして見ることを促して

いる）。

同様に資源の豊かな国は他にもあるが、ボツワナほど政治的に安定し平

和である国をアフリカで見つけるのは困難である。実際に大部分のアフリ

カには悲観が漂う。

４．アフロ・ペシミズム（Afro-pessimism）

グローバリゼーション（Globalization）の大きな流れの中で、南と北の格

差がますます拡大している。南の中の南であるアフリカは、見放され、世

界の片隅に追いやられている。世界経済の一体化の恩恵にあずかっていな

い、またあずかることができない。世界で最低の１人当たり所得、最貧国

の集中、経済規模の縮小、生活水準の低さ、最低の社会サービス（教育・

医療・法律援助など）、世界最高の幼児死亡率、鉱業投資の重視と農業や軽

工業の軽視、食糧自給のできない大陸、農地改革の欠如、緑の革命の欠如、

劣悪なインフラストラクチャー、極端に高い援助依存（援助漬け）、極端に

高い債務比率（総GDPの83％、1994年）、権力者による恣意的な政治、国家

の私物化、カリスマ的個人への権力の集中、国内統治能力の欠如、国民国

家の欠如、世界で最多の内戦・紛争・クーデタ、複雑な部族問題、果てし

ない政争、社会改革の欠如、市民革命の欠如、西欧的な近代化を経ないい

きなりの近代化、などなどである。問題は果てしない。

町で会う人々は一見すると明るい表情であるが、その気質に進取の気性

を見出すことは難しい。民衆の大部分は、奪い取れるものは何でも奪い、

与えられるものをじっと待つだけである。与え合ったり、持ち寄ったり、
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組織の発展のために協力したりすることはほとんど無い。問題は山積して

いる。問題を一つ一つ前もって解決していこうという姿勢や意欲を現地の

人々から感じとることは、一時的な単なる旅行者の私には困難であった。

タンザニアやその他の国の言語には、「明日」という言葉がそもそも存在

しない。将来という概念、したがって、計画や予定を立てるという考えが

そもそも備わっていない。

ミュルダール（Myrdal,Gunnar）は「多くの人々は、ただ生きていけば

よいという観念しかもたないのである」と述べている（『アジアのドラマ』

第27章）。ミュルダールは南アジアを指してそう述べたが、それはそのま

ま現在のアフリカに当てはまる。アフリカの問題は限りなく、まさにサハ

ラ砂漠の砂粒のようである。

外から見ると問題がよく見える。一番大きい問題は、私も現地で痛感し

たことであるが、問題を問題と意識していないことであろう。そう意識し

ているのは上層部のごく一部だけである。しかもその意識を独り占めする

傾向すらあり、部下や下層と共有しようという意識はない。Gyimah-

Boadiも述べていたが、権威主義が、ガーナでも依然としてはびこってい

る。底辺の層はその日暮らしである。将来のことを考えて計画することも

ない。トップをサポートする中間的指導層は存在しない。こういう情勢で

楽観的になるのは難しい。このような殆ど絶望的なアフリカ像がアフロ・

ペシミズムという概念を生む。

アフロ・ペシミズムとは、「制度的な知的な経済的な没落の大陸という

アフリカ像」（theimageofAfricaasacontinentininstitutional,mentalandeco-

nomicdecline）、「内部から活性化させるアフリカ大陸自らの能力をひどく

疑う傾向」（thetendencytobehighlyscepticalofthecontinent・sabilitytorejuve-

nateitselffromwithin）である（KuseniDlamini,1999）。実際に多くのアフリ

カの国々は、多少の差はあるが、山積した問題を抱え、外から見ると悲観

が漂う。それらの問題全てを論じることは不可能である。ここでは特に経

済的活動に注目する。
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（１） 訓練の成果を組織的に活かす「態度」の欠如

1999年12月８日（木）に私はJICAガーナ事務所を訪問し、鍋所長、三

條所員から説明を受け、その後に吉田調整員に同行して一日中JICAの活

動の様子を片田舎で詳しく視察した。特にニファ高等学校（NifaSecondary

School,Adukrom）では理数科教師の藤安青年海外協力隊隊員を訪問し、ま

た、テテクワシ記念病院（TettehQuarshieMemorialHospital,Mampong）で

は、薬剤師の古賀青年海外協力隊隊員を訪問し、それぞれ活動の様子や苦

労や現地の問題点などを直に調査することができた。その様子は当日の記

録（ビデオテープ、録音テープ）に残っている。この現地見聞を通して、ガー

ナの人々の教育や訓練に対する姿勢や見方で考えさせられることが多かっ

た。

訓練の効果の浸透は困難である。学校教育はそれなりの役割を社会的に

果たしており、特にガーナはアフリカでは学校教育に熱心な国として知ら

れているが、しかし、職場や組織になると事情は違う。病院などの組織体

における職員教育や職員訓練となると、隊員はアフリカ特有の問題点を日々

痛感する。組織の一員として受けた訓練や教育の成果が現地に普及しにく

い。言われるままにその時は皆で共有するように見えても、隊員が帰国す

ると、また元の状態に戻ってしまう。そしてまた一からやりなおす。吉田

調整員も述べておられたが、そういう繰り返しである、とのことである。

私がテテクワシ記念病院の院長に「日本の薬剤師が不要になることが

JICAなどの目標ですが、将来そうなりますか？」と聞いたところ、「ガー

ナと日本は良い相互関係にある」との返事であった。ガーナの病院が自立

できる日は遠く、援助をあてにする傾向がこのように根強いことを、後に

なって想起し、しみじみと私は感慨にふけった。ODAの目標は自立の促

進、自助の確立であるが、それは空文に近い。現地の援助依存の体質は今

も根強い。

教育の成果の普及を困難にする伝統的な習性も、不平等社会のもとで、

持続する。受けた教育や訓練の成果は個人によって独り占めされ、組織に
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広まって定着したり、全体で分かち合うことは殆どない。現地の職員を日

本（平等な社会）に派遣して訓練しても、帰国後はその成果がその個人に

よって独占されてしまう。ミュルダールはいみじくも述べる。「たとえ教

育水準が引き上げられたとしても、不平等が支配的で国家が依然として

「軟性国家」であるならば、態度や村落社会の諸制度は不変のままである

かもしれない。こうした惰性的な要因は、発展を妨げ、あるいは、遅らせ

ることになる」（『アジアのドラマ』第27章）。ミュルダールは南アジアの観

察からこう述べたが、これは今のアフリカにもそのまま当てはまる。

ノウハウや利益や権利は個人に属してしまう。国の中で高学歴層が低学

歴層や無学歴層に益や刺激を与えることはない。伝統に固執する傾向が組

織の効率化を妨げる。せっかく能率的な薬剤師の仕事の方法を青年海外協

力隊隊員が教えても、最後は「WeareGhanians」（我々はガーナ人である）

と言われてしまう。われわれは日本人とは違う、その通りにはできない、

という含みである。そう言われて、献身的に努力する隊員は、はたと立ち

止まってしまう。人的資源の蓄積と拡大と一口で言っても、現場でのギャッ

プはかくも大きいのである。

「JICAとしてもガーナの国造りをお手伝いするために日夜努力し、ガー

ナ政府と協議しています」（ガーナ事務所長の話）。彼らが目に見える援助、

目に見えない援助に献身的に励んでいる様子を知って、国際経済論、開発

経済論の見地から、学ぶところが私には多かった。青年海外協力隊員の人

材育成や衛生整備など第一線での活躍に、多くの感銘を受け、また問題の

多さに圧倒された。指導の成果の定着と浸透がいかに困難か、いくらか身

にしみて感じることができた。より良い方法を教えられても最後には自分

たちの方法に戻ってしまうのが現地の態度である。何度、隊員が交代して

も、そのたびにまた一から出直して教えることになる。同じことの繰り返

しである。アムステルダム空港でお会いした英国の協力隊隊員も同じよう

なことを述べておられた。「自分がトーゴの保健所で教えたことが後になっ

てすべて放棄された」とのことであった。

このように、教育や訓練の成果を組織の中に定着させることは難しい。
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不平等が定着を阻む。定着が無ければ組織全体、国全体として、生産高を

増やすことは難しい。

必要な補完的な改革

EmilioSacerdoti（1998,p.4）は成長会計論を使って分析し、次のように

述べる。

・...growthinphysicalcapitalcontributesstronglytooutputgrowth,but

theimpactofhumancapitalaccumulationisnotsignificant.Thisresult

raisestheissueofhowhigherskillsresultingmorefromeducationcouldhave

aweakorevennegativeimpactonoutputgrowth.Itpointstotheimpor-

tance,particularlyinAfricancountries,ofimplementingcomplementaryre-

forms....・（物的資本の成長は生産高成長に大いに寄与するが、人的資本蓄積の影

響は重要ではない。この結果は、より多くの教育からくるより高い技能がどのよう

にして生産高へ弱いまたは負の効果をさえもつのか、という疑問を生じさせる。こ

れは、特にアフリカの諸国において、補完的な改革の重要性を指摘する）。

一見矛盾した結果

Sacerdoti等の分析は、より多くの教育が、個人の所得にはプラスであっ

ても、マクロの経済成長にはプラスではない、むしろ、マイナスになるこ

とを示している。この一見した矛盾は、技術普及の遅れ、受けた教育が非

生産的な目的（例、賃借料を増やすこと）に活かされること、生産的な活動

の社会的軽視の風潮、などを反映する。negativeimpactonoutputgrowth

（生産高への負の効果）という表現に注目すべきである。これはJICAを通

して観察したことと基本的には同じことである。

補完的な改革が無い限り教育の成果の発揮は期待できない。進歩を妨げ

る制度や態度はかなりアフリカ土着のものである。もちろん、教育の普及

は幼児死亡率の低減などに全体としては有効であり、公表数字で誇示され

ている。しかし、それがそのまま底辺にも言えるとは限らない。社会の隅々

まで成果が普及する日が21世紀に来るのであろうか。

Sacerdoti等の言う補完的な改革とは、技術の一般的な重視、生産活動

の社会的重視、を反映している。私の現地での観察によれば、さらに、前
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述のように、受けた技術の共有の欠如、学んだことを組織として活用する

傾向の欠如、を反映する。

ミュルダールは「学生達は肉体労働を避けるような教育を受けてきた」

と南アジアに向けて警告を発していた。南アジアをアフリカと言い換える

こともできる。人口の７割が農民のアフリカにおいて、肉体労働を避ける

ような教育をするならば、農業の生産性や経済の発展の見こみが無くなる

のは当然である。

中間層の欠如

三洋電機（GhanaSanyo）の山崎社長が、1999年12月９日の会見でしみじ

みと私に語った。「ガーナでも本当のトップの指導層は優秀である。少数

のエリートはよく勉強し将来に熱意を抱いている。問題は中間の指導層が

育っていないことである。アフリカの将来は中間指導層に大きく依存する。

エリートは、高等教育の成果を独り占めし、中間層に伝えない。人々はじっ

と与えられるのを待つだけであり、自らの意志で何かをしようとはしない。

アフリカでは10年間では何も進歩しない。100年単位で事が進むのがアフ

リカである」。

アフリカで長く操業し辛苦を味わい底辺を熟知している山崎社長の言葉

は、大変に重い。一言一言が歴史的な含蓄を持ち意味深長であった（録音

テープ）。

出発前の私の仮定の誤り

「アフリカでも大学にいく若者がいるはずだ。そういう若者が村や部落

に戻って教育の成果を普及すれば国はきっと良くなるはずだ。教育を受け

た若者の『下放』（中国の表現、下に伝えるという意味）の政策が提案できる

のではないか」、という仮定を無知の私はアフリカ出発前に日本で立てて

いた。しかし、現地を観察して、このような仮定が全く間違いであること

に気づいた。優秀な若者は都市に留まり、辺鄙な地へは行こうとしない。

辺鄙な地の人々は教育を受けていない、公用語が通じない、部族の言葉し

かしゃべらないということで疎外されやすい。電気はないし、水道もない、

電話もない。教育の無い村人とは接触を持たないという態度をエリート層

60



は持つ。肉体労働を避けるよう教育されたエリート層である。土で作られ

た家々が並ぶ村は都会慣れした若者が近寄る所とは思えないし、これは、

単なる一時的な私のような旅行者の目にも、明らかである。

（２） 軟性国家（SoftState）、汚職の日常化

ミュルダールの「軟性国家」（Myrdal・sSoftStates）

ミュルダールの軟性国家という概念は、かつてはアジアに当てはめられ

たが、コーネル大学の Sangmpam（1993）も述べるように、今ではもっぱ

ら、アフリカに当てはめられている。

軟性国家とは、「基本的な改革を制度化し社会的規律を強いる能力も意

思も持たない国家」と定義される（ミュルダール『アジアのドラマ』第10章）。

言いかえると、制度的改革や社会的規律を促進する実行的政府を持たない

国家、である。そういう国家が開発計画を担当すると言っても、そこから

何らかの成果を期待することはできない。反対は硬性国家（HardState）

と呼ぶ（例、ボツワナ）。国家の統一や社会の組織化が進んでいないソフト

な国がアフリカでは多い。

ミュルダールはさらに、folkloreofcorruption（汚職の習俗）に言及する

（『アジアのドラマ』第14章）。役人への賄賂は当然なものと考えられ、社会

的義務となっている。コネが日常化し、汚職が当たり前のことと見なされ

ている。制度の遅れのせいであるが、その土着の原因は深く広い。

ナフィック（NUFFIC）におけるインタビュー

NUFFICとは NetherlandsUniversitiesFederationForInternationalCo-

operation（国際協力のためのオランダ大学連合、国立の機関）であり、そこの

研究員 MarcelG.Krabbendamと２時間ほど会見した（1999年12月１日３

５時）。タンザニア、ブルキナファソなどアフリカ各地に長年にわたって

滞在して、調査研究を行い、最近オランダに戻ったばかりの研究員であり、

アフリカ全般についてブリーフィングできる最適なヨーロッパ人の一人で

ある。アフリカ人とは違う見解は信頼できるし貴重であった。一問一答の

一部を録音テープから以下に再現する。
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私 「それほどアフリカで汚職や腐敗が多いのですね。インドネシアと

同様ですか？」

Marcel「いや、インドネシアより悪い」。

私 「私はインドネシアには1999年３月に学生20名と共に研修旅行に行

きましたので多少わかりますが、KKN（癒着〔Kolusi〕、汚職〔Korupsi〕、

縁故主義〔Nepotisme〕）がまだ健在でした。賄賂は日常化しています。

そのインドネシアよりも、アフリカは、悪いのですか？」

Marcel「はい、確かにインドネシアは問題ですが、しかし、インドネ

シアは、賄賂をとっても仕事を行います。しかし、賄賂をとっても

仕事を全く行わない国がアフリカには多いのです。入ったお金が完

全に途中で消えてしまうのです。トップが言葉では約束しても実行

が全く伴わないからです」。

（私はしばらく唖然として何も言えなかった。暫しの沈思のあと）

私 「ジャカルタに入った日本の政府開発援助（ODA）の半分近くが中

央の役人に吸い上げられ、地方（例、ジョクジャ）に来る頃には、半

分以下になってしまう。中央の役人が途中で勝手に巻き上げ、自分

の銀行に預金して、私欲を肥やしているから」、という話をインド

ネシアで聞きましたが、それよりも悪い国が現にアフリカに存在す

るのですね」。

Marcel「その通りです。もし仕事が少しでも実行されていたなら、も

う少し状況は良くなっているはずです」。

インドネシアはかつてオランダの植民地だったので、Marcelはインド

ネシアのこともよく知っている。スハルト政権下の腐敗や汚職は欧州でも

有名であるが、それでも、Marcelの言葉によると、「インドネシアはあれ

ほど発展している。しかし、アフリカは発展していない」のである。私は、

沈黙し、思いに耽った。アフロ・ペシミズムは現実であると、初めてのア

フリカ出張を目前にして、うすうす感じたからである。

バルキナ・ファソの大学生に、Marcelが「将来に汚職は無くなるか」

と聞いたところ、「無くならないであろう。政治家との個人的なつながり

62



を利用しなければ職につけないから」という答えが返ってきたとのことで

ある。21世紀の楽観はどこに見出せるのであろうか。

汚職の蔓延と根強い定着はアフリカの将来を暗くしている。権力は個人

や部族を中心に展開し権力者の恣意が全てに先行する。ネポティズム

（nepotism）がはびこり害を及ぼすのは当然である。国家は特定の個人や部

族を代表する集団でしかなく、大部分の民衆には何もしてくれない存在に

なる。特権階級と一般大衆との不平等が蔓延する。力で抑えるために権威

主義や軍事政権が生じる。そういう制度のもとでの民主化である。アフリ

カの民主化は独特である。

サハラ以南のアフリカでは、役人の給料は、大部分、能力ではなくコネ

によって決められてきた（Lienert,IanandJitendraModi,1997）。

貧しいアフリカ諸国の税収は、殆どが間接税、しかも、関税である。

「企業の不正や虚偽の税関申告は高い税率が原因である（Desniveauzeleves

detaxationencouragentlafraude）」という分析がStasavage,DavidandCecile

Daubree（1998）から出ている。彼らはさらに次のように述べる。

・Destestsstatistiquesconfirmentl・opinionlargementrépandueselon

laquelledesniveauxélevésdetaxationenouragentlafraude.Lesrésultats

montrentégalementquelerecoursa`unesociétéprivéedecontro^ledes

marchandisesavantembarquementpeute^treunmoyenefficacedelutter

contrelacorruption,a`laconditiontoutefoisd・e^trecomplétépardesré

formesinternestellequel・informationdesformalitésdouanie`res.・（統計テ

ストは、高い税率が詐欺を促すという広く受け入れられた意見を確証している。船

積み前の審査を行う民間会社の活用が詐欺を防ぐ効果的な方法であろう。ただし、

これには、税関手続きのコンピュータ化などの内部的改革が行われるという条件が、

付いている）。

そういう内部的改革の見こみが無い限り税関における不正は無くならな

い。財政赤字の国が税率を引き下げる可能性も無い。Stasavage等が分析

するように、ここでも、楽観を見出すことは難しい。

制度の遅れは法制度の未整備を意味し、法治ではなく、人治や独裁の優
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先が表面化する。法治（ruleoflaw）の重要性を Rodrik（1998）は説く。サ

ハラ以南の貿易政策と経済パフォーマンスを分析した彼は、アフリカ中部

の長期成長に基本的に必要な４つの要因として、法治、人的資本、インフ

ラ、マクロ経済の安定性を挙げている。

汚職の日常化、法治の欠如

汚職、腐敗、不法はアフリカで日常化している。ガーナ大学では、

Gyimah-Boadiから「腐敗した NGOもある」と聞かされた。私は一瞬自

分の耳を疑った。タイなどで貧民に奉仕する献身的な NGOを想起した

からである。

ケニアは、かつては発展途上国中でも模範的な国の一つであった。それ

が、1990年代に、経済危機と社会不安が深刻化し、破局の瀬戸際にまで追

い込まれている。最も深刻なのは、政治家および政府エリート層の汚職・

腐敗問題である。そこから来る官僚組織全体の無責任、非能率、肥大化は、

民間に蔓延し、社会全体に悪と不正義がはびこっている。賄賂がなくては

仕事ができない。

ケニアでは、膨大な予算が政治家や官僚のポケットに消えていく。街頭

に立つ警察官から役所の役人まで賄賂を取ることに知恵を絞る。有名な最

近の事件にゴールデンバーグ事件と呼ばれるものがある。政府の高官がグ

ルになって、ケニア中央銀行から４億ドルをだまし取った事件である。当

然のことながら、外国からの投資はストップ、民間活動は沈滞し、失業や

貧困問題が社会不安を加速させている。

ケニアの財政はなお IMFと先進国援助に依存してきたが、まず IMF

が、1997年に、政府官僚の汚職や非効率な行政を理由に、融資をストップ

した。それに続いて、世銀と欧州連合（EU）の援助カットが起こった。

民間の海外投資もほとんど途絶えてしまった。今では、かつてのナイジェ

リアに代わって、ケニアが世界最悪の汚職国家のレッテルを張られるよう

になった。それほどまでにケニアで不正や法の無視がはびこっている。

ケニアのこうした傾向が問題化し始めたのは、1990年頃からである。米

ソ冷戦下では、ケニアは反共自由主義陣営の一角に位置し、アフリカでは
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最も信頼を寄せられた数少ない国の一つであったが、これも既に昔話となっ

た。

ナイジェリアでも腐敗が目立つ。都市部の近くでは道路の検問が頻繁に

行われ、軍や警察による小遣い稼ぎの“通行料”取り立てが日常茶飯事で

ある。国境の出国審査では運転手が審査官に“たばこ銭”をせびられる。

「夜間はなるべく走りたくない。検問の警察官は夜になると強盗に変わる

から」とナイジェリアの運転手は言う。Hawkins（1999）が述べるように、

ナイジェリアは、長い軍事政権のもとで経済は疲弊し、汚職は日常化して

政治の不安定が続いている。サハラ以南で６番目に富んだ国であったナイ

ジェリアは、今や、世界の１人当たり所得のランクで119番目に落ち込ん

でいる。

タンザニアでも政府は腐敗している。政府は外国からの資金、特に多国

籍企業からの収入に依存しており、そのために賄賂や汚職を駆使する。腐

敗は制度化されている。しかし、そういう政府収入の「おこぼれ」が国民

に及ぶことは全く無い。分配面に支障がある。特権階級と一般の民衆との

区別ははっきりし、格差は拡大する傾向にあり、真の民主化を阻んでいる。

役人や警察の裁量権は非常に大きく、その横暴ぶりに旅行客が驚かされる。

1999年12月２日のアビジャン空港（コートジボワール）に到着したばかりの

私も例外ではなく、驚かされ、大いに困惑した。

アフリカの各地で、国境管理は厳しく、恣意的な貿易統制はひどい。ト

ラックが延々と税関で立ち往生する光景（例、ガーナとコートジボワールと

の国境）は、通関を廃止したヨーロッパ人の目には、特に異常に見える。

（３） 環境保全の態度の欠如

世界では、熱帯地域を中心に、毎年、日本の国土面積の４割に相当する

1,540万haの面積が減少し、「緑の破壊」が進んでいる。先進国よりも開発

途上国で緑の破壊がひどい理由は、燃料材確保のための過度な伐採、先進

国への木材輸出、過放牧、焼き畑農業などである。

年率３％を超える人口増を続けているアフリカは、開発に対して脆弱な
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環境条件を有し、貧困や人種・部族抗争などの難問を抱え、経済発展の見

通しのない中、自然環境の破壊や劣化、都市への人口集中が急速に進んで

いる。都市環境や衛生問題への対応、国土環境の保全や再生に向けた協力

が必要である。さらに、環境協力においては、人権や生命の尊厳といった

視点が一層大切である。アフリカのサヘルに代表されるように、砂漠化に

よって、放牧、農耕が影響を受け、食糧不足や貧困の加速、難民の増加、

都市への人口の流失といった問題が生じている。

世界の中で砂漠が最も大きいのは、アフリカである。極端な砂漠の代表

例がサハラ砂漠であり、周辺では砂漠化が進行している。それは、一般的

には、図１のような原因による。

アフリカ開発銀行（AFDB）でのインタビュー

フランス語圏のコートジボワールでは、1999年12月３日に、アビジャン

で、AFDBの Dr.EugeneShannon部長にお会いし、アフリカの経済開発

や資源問題や環境問題について現状分析と今後の見通しについて詳しい説

明をうけ、貴重な資料を入手した。世界銀行の見解を濃く反映した見解を

聞くことができたが、これは国際機関として当然である。当行には日本の

大蔵省からも一人常時出向している。以下には会見の要点を４つ記す。詳
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1990年，第２章より作成．



しくは、Shannon（2000）を参照。

（１） 環境アセスメントがますます重要となってきているが、貧しいア

フリカの国にとってそれは容易なことではない。途上国では伝統的に一般

に遵法精神が乏しいが、これは、伝統文化の強く残るアフリカに、特に当

てはまる。例えば、ガーナにも環境保全法があるが、有名無実であり、そ

の法律の実効性は無に等しい。

（２） 企業が環境対策を軽視するのは、環境法違反で受ける罰金のほう

が、公害防止装置を設置する費用よりも、安上がりであるからである。規

律がゆるみ、法律が抜け穴だらけになるのも当然である。環境破壊を未然

に防ぐには、環境保全法のより厳密な施行が必要であり、AFDBは、そ

のようにいつも指導している。

（３） 多民族、多言語、多文化を一つの国の中に抱える国がアフリカで

は多く、一律な法律の施行を困難にしている。政府には法律を厳格に実施

する力も意思も支えもない。実施のためのスタッフも不足している。スタッ

フへの給料は低く、賄賂の餌食になりやすい。賄賂や汚職や縁故主義はご

く日常茶飯事である。これは環境行政にも当てはまる。

（４） 環境問題の悪化は多国籍企業の利益追求と受入国政府の規制の弱

さの結果である。もちろん、中には、ホスト国との良好な関係の維持のた

めに、環境アセスメントを優先させる多国籍企業（MNC）もある。国際

社会としても MNCの横行には引き続き警戒が求められ、その社会的責

任が問われている。

（４） 対外依存における脆弱性

MNCsの横暴

多国籍企業と政府の癒着は根強い。外資を全面的に頼りにしているのが

タンザニア政府である。政府は多国籍企業からの収入に依存しており、そ

のために賄賂や汚職を駆使する。腐敗は当然視されている。政府の自立は

失われ、真の民主化が進んでいない。多国籍企業は事業展開を有利に進め

るため、反乱側に融資することもある。それゆえに国内紛争が長引く。
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再植民地化論

「グローバリゼーションとアフリカの再植民地化」と題して Tajudeen,

Abdul-Raheem（政治学、汎アフリカ運動事務局長、ウガンダ）は述べる

（Tajudeen,Abdul-Raheem,2000）。「グローバリゼーションはアフリカにとっ

て再植民地化を意味する。大部分のアフリカは IMFや世界銀行に完全に

支配され、市民社会や社会福祉は外国の NGOによって支配されている

からである。その意味でグローバリゼーションは新しくない。この再植民

地化に対抗するために必要なのが、『汎アフリカ統合』の運動とアフリカ

文化の復興である」。

こういう反発的な見方はアフリカの各地に存在する。昔は植民地政府、

今は多国籍企業や国際機関がアフリカを牛耳っている、というわけである。

対外依存におけるアフリカの不利は明白であり、外国勢力の一層の気づか

いが求められる。

（５） 産業基盤の弱さ

農業

アフリカの人口の７割が農民で占められる。「緑の革命」（熱帯における

農業革命）はラテンアメリカとアジアで農業生産力を飛躍的に増やしたが、

アフリカではそうではなかった。アフリカの農業生産力は世界平均の約３

分の１でしかない。アフリカは「緑の革命」から見放されたのである。旱

魃になると食糧危機が起こる。低い農業生産力がアフリカの経済発展を根

底で阻害している。農業基盤は弱く、天候に左右される農業は不安定であ

る。アフリカの貧困者は大部分農村にいるのである。

ナイジェリアの多くの農村はひどい状態にある。村人は汚い水を飲み、

道路や学校なども壊れたままである。いつまでたっても農民の暮らしは良

くならない。ナイジェリアの道路や建物の傷みはひどい。高速道路でも穴

ぼこは当たり前である。農村の道路は舗装面がわずかに残るだけで、補修

の形跡はほとんどないのが現状である。アフリカの農民は概してよく働く

が、せっかくとれた収穫物の運送は困難である。この点でも貧しさを余儀
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なくされている。

アフリカの農業不振は表２の穀物生産でも明白である。穀物生産は、１

人当たりでも、１ha当たりでも、増えるどころか、減ってきている。

鉱業

鉱物の採掘は輸出でアフリカに多大の外貨をもたらしており、鉱業はア

フリカ経済の中ではもっとも発展した部門である。アフリカの鉱産物によ

る収入の約２分の１は、南アフリカ共和国が得ており、その主要な鉱産物

は金とダイヤモンドである。アフリカは世界の金の約４分の３を産出する

が、主要な産出国は南アフリカ共和国、ジンバブウェ、コンゴ民主共和国、

ガーナである。南アフリカ共和国とコンゴ民主共和国は、世界の宝石用、

工業用ダイヤモンドの殆どを生産している。鉄鉱石はアフリカ大陸の至る

所で発見されている。鉱業関連の産業はコンゴとザンビアでも発展してい

る。

アフリカの鉱産資源の大部分は、現在も先進国の多国籍企業が開発して

いる。近年、アフリカ諸国の政府は、自国の鉱山会社の株式を保有するこ

とで開発に参加するようになっているが、大勢に変化はないようである。

新生アフリカの悲観（アフロ･ペシミズム） 69

表２ 穀物生産の減少

Country Period
１人当たり

穀物生産（kg）

１ha当たりの

穀物収量（ton�ha）

Zimbabwe
197074

199394

340

144

1.32

1.00

Zambia
197074

199394

224

173

1.51

1.46

Malawi
197074

199394

328

182

1.13

1.03

Kenya
197074

199394

102

92

0.93

1.87

Tanzania
197074

199394

89

130

0.82

1.15

SouthAfrica
197074

199394

327

204

1.77

2.27

（出所） ・PolicySynthesis,・MichiganStateUniversity,Number12,March1996,p.3.



製造業

製造業が最も発達しているのも南アフリカ共和国である。金属精錬、機

械製造、輸送機器製造のような重工業がそこに集中している。その他の工

業国には、ジンバブウェ、エジプト、アルジェリアがある。

ケニア、ナイジェリア、コートジボワールでは主に繊維などの軽工業、

建築材産業の発展が見られる。

他のアフリカ諸国で行われている製造は、靴、自転車、繊維、食品、飲

料などの消費財の生産か加工に限られているが、これらの産業は消費市場

が小さいため、小規模にとどまっている。

後退する工業化

世界市場において、競争力のある西アフリカ産の工業品（industrialgoods

madeinWestAfrica）は存在しない（ClubduSahel,1998）。アフリカ諸国の

工業化を分析して、NoorbakhishmPaloni（1998）は、「実際にアフリカで

起きているのは工業化の後退である。サハラ以南の工業化は失敗している。

製造業の成長率は1980－94年において殆どゼロであった。これは、インフ

ラの遅れ、人的資本の遅れ、市場の分断、市場整備の遅れ、などのためで

ある」と結論している。

交通

アフリカ諸国の経済開発が遅れるのは、輸送システムが未発達のためで

ある。多くの国では、雨季には通行が不可能になる未舗装道路が、殆どで

ある。道路網の多くは内陸と海岸部をむすぶもので、近隣諸国間をむすぶ

道路網は少ない。多くの諸国は国営航空に力をいれており、鉄道と船舶輸

送は、南部アフリカ以外では、あまり発達していない。物流が困難である。

貿易

アフリカの貿易は１、２の輸出品（モノカルチャー）に過度に依存し、大

半は工業国との貿易である。北の工業国は原料を購入し、南の途上国は工

業製品や消費財を輸入する。アフリカ諸国間の貿易は、生産品が補完的で

なく競合的であること、関税や通貨が多様であること、などの障害によっ

て、限られている。外国民間企業はアフリカのような未開発国に投資する
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ことはリスク（危険）が大きいとして、投資をひかえている。投資がこな

ければ貿易も活発にならない。

旧イギリス領アフリカの殆どではイギリスとの貿易が減少しつつある。

しかし、旧フランス領アフリカはそうではない。現在もフランスと強いき

ずなで結ばれ、フラン圏に入っている国が多いからである。さらに多くの

アフリカ諸国はEUと経済的つながりを持ち、低関税によって利益を得て

いる。

アフリカ諸国の間の経済協力機関は200以上あると言われているが、そ

の殆んどは成功していない。例外的に、長期間継続し比較的成功している

と思われるのは、西アフリカ諸国経済共同体と中央アフリカ諸国経済共同

体である。アフリカ統一機構もアフリカ諸国間貿易や経済開発を促進して

いる。

アフリカ諸国民の生活水準向上への期待が高まっても、アフリカの経済

基盤である一次産品の国際価格は依然として低い水準にあり、アフリカの

貿易の見とおしを暗くしている。1970年代の２度の石油価格値上げの後の、

80年代初めの世界不況がアフリカの困窮に追い打ちをかけた。深刻な外貨

不足、債務の増大、干ばつと飢饉、難民の発生、エイズやコレラの蔓延、

エボラ出血熱などは、さらに問題を出積し、貧困に拍車をかけた。内戦は

経済発展を阻害した。

道端の小売

このように弱い経済基盤がアフリカを特徴づける。アングラ経済が半分

以上である。未組織の小規模産業や一人商いが圧倒的に多い。私も、例え

ば、道端で物を売る小学生などを沢山見かけた。マーケットの道端でちょっ

とでも停車すると、たちまち、そういう売り手に車は囲まれる。何でも車

の中から買えて便利である（その様子は私の撮った写真、ビデオテープに残っ

ている）。

日本や欧米で青空の下の家具店は考えられないが、アフリカではそれは

日常である。もっとも、このことを批判したりすることは相応しくない。

現地にはそれなりの理由があるからである。お店をかまえるだけの資金が

新生アフリカの悲観（アフロ･ペシミズム） 71



ないのである。そういう制度がないのである。

車の窓からもすぐわかるように、家具店といっても炎天下の屋外に椅子

やテーブルを無造作に置くだけである。家具の側に誰もいない。近づく人

を物陰から炎天下でじっと店の人は待つ。青空の下での小売では税金の取

りたては容易ではない。納税という意識を持たない民もいまだに多い。政

府の納税キャンペーンも追いつかない。なお、JICAの職員の言によると、

現地の家具の質は高くないそうである。よく乾燥しないままの材木を使う

からであり、閉まらなくなるドアも少なくないとのことである。

（６） 多面的な貧困問題の難しさ

決して発展しないことになっている国（Never-to-be-developedstates）

国連の人権高等弁務官の MaryAndersonの言によれば（Anderson,Mary,

1999）、「世界は、先進国（経済開発の進んだ国、developedstates）と途上国

（経済開発の途上にある国、developingstates）とに分かれているというよりも、

先進過剰国（経済開発の進みすぎた国、over-developedstates）と後進不可避国

（決して発展しないことになっている国、開発の途上に乗るはずの無い国、never-

to-be-developedstates）に分かれている」ことになる。多くのアフリカの国々

は後者に属する。

世界を、世銀の世界開発報告（WRD）2000に従って、低所得国、中所

得国、高所得国に３分類すると、大部分のアフリカ諸国（50�国）はもち

ろん低所得国に入ってしまう。辛うじて中所得国に入るのは、ボツワナ、

南アフリカなど12�国にすぎない。

フランス語でも途上国は paysenvoiededeveloppementと言い、 pays

sous-developpeとは言わない。envoiedeとは「途中にある」という意味

である。アフリカの国々がそのように発展の途上に現実にあり、10年前と

比較して今日のほうが良いなら、問題は大きくない。実情がそうではない

ところに問題がある。大部分のアフリカ諸国は経済発展から見放され、

「取り残され（marginalized）」ている。世界の片隅に追いやられ、世界経済

のグローバル化の恩恵にあずかれない。
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グローバリゼーションは「ゲームのルール（theruleofthegame）」を持

つ。その複数のルールとは、規制緩和、民営化、自由化、経済の健全化、

外資流入の促進などである。このルールの世界的な浸透は、諸国の一体化

を促進し、各国家独自の政策の余地を狭める。そのルールに従ってゲーム

できる力のある国は波に乗ってますます成長するが、そういう力の無い国

はますます取り残される。グローバリゼーションは敗者には冷たい。こう

して「決して発展しないことになっている国」が出てくる。多くのアフリ

カ諸国は、グローバリゼーションの波に乗れない。

最近の世界銀行やアジア開発銀行にならい、アフリカ開発銀行でも、貧

困削減を最重要政策にしてきている。貧困は多様性を抱える問題であり、

多面的な解決が求められる複雑な問題である。その解決には長期を要する。

世銀の WRDも、貧困は多次元的現象（multidimensionalphenomenon）であ

る、と述べる。

JICAも新しい試みとして、総合的な貧困対策に1998年度から取り組み

始めている。JICAガーナ事務所の『事業概要』（99年６月、p.8）によると、

それは、「複数の協力形態を有機的に連携させた総合的アプローチによる

事業展開」と定義され、「貧困層に直接裨益する成果重視型の社会開発援

助事業」として記されている。私がその具体的内容について質問したとこ

ろ、三條所員から「保健、衛生、生活用水、上下水道などを相互に関連さ

せながら横断的に扱う事業」との回答を得た。貧困は多面的な問題であり、

多くの関連分野の同時的考察と協力が求められる。JICAの新しい試みは

十分評価できる。問題はそれほどの人材が現地にいるかということである。

また、JICAは、これまで、途上国政府の要請があって始めて、援助活動

を始める、のを原則としてきたが、これでは、現地の住民の本当の要請に

応えるのが難しいことに公的に気づいてきた。2000年１月下旬になって、

JICA本部は、民間のボランティア団体（NGO）の要請も考慮し（吸い上げ）、

民間と共同して「草の根援助」を行うという一般的な新方針を打ち出して

いる。喜ばしいことである。

ガーナ政府は、「教育と家族と地域社会」が公式の社会的安全網の補充
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として役立つと仮定しているが、CDD（CenterforDemocracyandDevelop-

ment）研究所の MorrisMacLeanの論文（Maclean,LaurenM.,1999）は、こ

の仮定が間違っていることを論証する。「これらの informalsocialsafety

net（非公式な社会的安全網）はそれほど整備されておらず、それほど強い

ものではない。今の家族の結びつきは昔ほど強くないし、地域社会の伝統

的な相互扶助は都市化によって衰退してきている。したがって、公式の安

全網の補充としての役割は期待できない」。

これは私がガーナ各地で見聞して得た観察とも一致している。

国内諸格差の拡大

都市と農村の格差、工業所得と農業所得の格差、所得不平等の拡大、衛

生状態の格差、金融の格差などが進んでいる。識字率が低下し、文盲率が

増加している国すらある（例、ブルキナファソ）。世界的に文盲率の高い国

がアフリカに集中している。水道や電気の無い村も多い。農村の貧困対策

として、アジアでは、ミクロファイナンス（小額金融）が注目され、グラ

ミン銀行がインドやバングラデシュで成果をあげてきたが、そのアフリカ

への適用は、残念ながら、困難である。借りたお金を返すという意識が皆

無であるからである。その意識を教育によって植え付けることが大切であ

るが、これには時間と忍耐が伴う。

貧しさゆえに借金を帳消しにする（お金の返済を免除する）ことをついつ

いしてしまいがちであるが、そうすると、安易な気持ちのみが残り逆効果

となる。お金はただでもらえるという感覚が安易に育つことほど恐ろしい

ことはない。もらえるまでじっと待ち、自ら解決しようという意欲はわい

てこない。まさに悪循環である。部族と部族の言語の違いが互いのコミュ

ニケーションを困難にし、貧困に拍車をかける。ミュルダールも解決の意

思の欠如を発展の阻害要件としている。

（７） 民主化と経済改革の両立の困難

民主化の動き

独立後のアフリカ諸国はさまざまな問題に直面した。その一つが国民国
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家の形成であった。アフリカの諸国は、19世紀末のヨーロッパ人によって

引かれた国境線のままにとどまっている。その国境線によって部族が分断

されたが、部族への忠誠心は、国家への忠誠心よりも強い。一党制国家が

民衆の要求に応えられないときに軍事クーデタが起こる。新指導者は前任

者と同様に権力に執着し、新たなクーデタにつながる。こういうサイクル

が続いてきた。

冷戦が終わって、1990年代初めに南アフリカ共和国でアパルトヘイトが

廃止され、94年４月、初めての全人種が参加した選挙が実施された。選挙

の結果、反アパルトヘイト運動の急先鋒だったアフリカ民族会議と前政権

党の国民党、ズールー族を基盤とするインカタ自由党が、連立政府をつくっ

た。南アフリカ共和国の多数を占める黒人への権力移譲は、アフリカの新

しい勢力への動きを示し、他の国への好影響に期待が寄せられている。

1990年代半ば、アフリカ諸国は、国内の部族対立を回避する方法として、

連立政権を模索しはじめた。アンゴラでも長年の内戦の末、政府と反政府

組織が95年に和平協定に調印した。

政治的民主化と IMF（Conditionality）や世界銀行による構造調整政策

（StructuralAdjustmentPolicy）が進む中で、しかし、1996年、政治的不安定

が生じた。ベニン、ギニア、ニジェール、コンゴ共和国、中央アフリカ共

和国では、軍部の反乱や選挙による軍事政権の復活が起こった。ザイール

では反政府勢力「コンゴ・ザイール解放民主勢力連合（ADFL、カビラ議長）」

が蜂起し、97年５月には30年余りに及んだモブツ政権が崩壊した。94年に

民主化した南アフリカ共和国では、96年５月の新憲法採択と同時に、国民

党が国民統合政府から離脱し、マンデラ大統領の主張する民族和解・協調

がくずれはじめた。

まとめてみよう。このように、1990年代初めに、多くのアフリカ諸国で、

複数政党制による議会制民主主義が復活しはじめた。私物化された国家と

社会の関係がそれまでのアフリカで支配的であったが、これに反発した民

主的な政治体制を求める動きが、内部から起こったのである。もっとも民

主化のプロセスは多様であり、民主主義への移行においていろいろな問題
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が生じ、その後の民主主義の定着の局面においてもいろいろな問題が生じ

ている。民主主義にならないと欧米から投資が来ないという面もある。

一方では、ケニア、ナイジェリア、ジンバブウェなどが独裁色を強め、

他方では、南アフリカやウガンダが民主主義定着の局面に入っている。新

生アフリカと一口で言っても中身は分かれている。国によって差があり、

ますますその差は大きくなるかもしれない。

民主主義が浸透すれば外資も入ってくる。外資が入れば経済も活性化す

る。民主主義は儲かるとされる。問題は民主化と構造改革との関係である。

経済改革と民主化の関係

ガーナ大学の CDD研究所では PeterLewisの論文が私に紹介された

（Lewis,Peter1999）。それによると、民主化と経済改革との関係は、

（１） 両立（成功）

（２） 緊張（中間）

（３） 逆行（失敗）

に分類される。（１）は、民主化が経済改革と両立することは理想であるが

稀である（例、南アフリカ、ウガンダ）。（２）は、経済改革に伴う政治的緊張

は民主化の動きを止め、矛盾の増加は国家の介入の機会を増やす。（３）は、

民主化の失敗は権威主義政府の復活を招き、時代に逆行する動きを助長す

る（例、ケニア、ナイジェリア、ジンバブウェ）。

実際に多いのは（２）ないし（３）である。決して（１）ではない。良循環よ

りも悪循環が支配的である。民主化の挫折、軍事独裁への逆行すら見られ

る。なぜであろうか。

構造調整という経済改革は、極めて間接的な政策であり、市場の条件を

整えることで国内外の投資を刺激し、経済成長を実現しようとするもので

ある。為替、金利、財政などが良くなっても、実際に投資が起こらなけれ

ば成功したとは言えない。アフリカの国ではそういう経済改革は既に20年

以上にわたって行われてきたが、ごく一部を除いて、大部分は失敗してい

る。1980年代はこの面でも暗黒であった。構造調整をして市場を整えても

外国からの投資が生じなかった。制度の不備、軟性国家、汚職体質、人々
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の後ろ向きの「態度」、低い技術水準、悪いインフラ、非協力的な人々の

「態度」、などが山積する。なかには IMFによる支配を再植民地化と見な

す見解もある。「態度」（attitude）は、ミュルダールが特に強調するように、

進歩の阻害要因（inhibitions）となる。しかも、非生産的な「態度」が土着

の「制度」と結びついており、結果は、色で言えば、暗黒である。決して

ばら色にはならない。

５．東アジア型成長の再現は可能か

アフリカにおけるアジア型成長再現の不可能性

アフリカに関する記録や文献をあたって気づくことは、他の大陸の国々

（特にアジアの国々）で起きたことがアフリカで起きる可能性は極めて低い、

ということである。東アジアの経済改革では国家が中心的な役割を果たし

たが、同じようなことがアフリカで再び起きることは不可能であろう。

Mkandawire,Thandika（1998）によると、その理由は、

（１） 対外依存（自立の欠如）

（２） イデオロギーの欠如

（３） 軟性国家

（４） 技術の遅れ、技術水準の低さ

（５） 過去の経済実績の乏しさ

（６） 国際環境の変化（特定の産業の保護をもはや許さない国際情勢）

である。

Lewis,Peter（1996）も ・co-ordinatedeconomicinterventionsoftheEast

AsianstatesarewellbeyondtheadministrativefacultiesofmostAfricang

overnments.・（東アジア諸国の協調された経済的政府介入は、殆どのアフリカ政

府の行政能力を、はるかに超えている）と述べている。同様な見方は「アフリ

カは政府のアジア型介入を行う能力を欠いている」と述べる Callaghy,T.

（1993）によっても出されている。
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６．結論

アフリカには栄光の時代が昔にあったが、伝統的な権威が壊されて、植

民地支配が続いた。それが終わって、アフリカ諸国は独立を達成し、現代

では独自の有効な制度を模索している。アフリカなりの民主主義を模索し

ている。外国に抗して政治的な均衡を達成しようとする歴史的な自立の過

程が散見される。もし独自の有効な制度が政治や経済で安定的に機能する

ならば、外資も入り、経済は回復し、政治リスクが減少することになる。

いわゆる新生アフリカには、

（１） 民主主義を模索しようとする政治改革

（２） 経済効率を重視する経済改革

という新風が吹き、多様な展開を見せている。（１）冷戦が終わった1990

年代に本格化した民主化への動きは、「下からの動き」と言われる。トッ

プダウンの面も残っており、民間 NGOの協力が求められる。（２）アフ

リカ諸国は長期にわたる経済不振と貧困に喘いできた。最近に少し見られ

る回復の兆しは、IMFや世銀の厳しい条件を満たそうと努力してきた成

果である。

特に好調なボツワナの先例が目立ち、後続の他のアフリカ諸国の励みと

なっている。ボツワナの成功は、「政情安定がある→外資が入る→経済成

長がある」という公式を想起させる。天然資源の豊かさだけで国の進歩や

良好な経済が実現するわけではない。良い統治、クリーンな政府、民主化

政策の一貫性、などは、ボツワナ自身の長期の意識的な努力の結果であり、

他国も見習うべきである。

このような例外はあるが、（１）の政治改革と（２）の経済改革には、

失敗例が多い。総じて見ると、内部から自らを活性化させる能力は、アフ

リカでは、残念ながら、極めて疑問視される。「知的な経済的な制度的な

没落の大陸というアフリカ像」をアフロ・ペシミズム（Afro-pessimism）と

いう。アフロ・ペシミズムは、現実であり、少なくとも、次のような７つ
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の面を持つ。

（１） 訓練の成果を組織的に活かす「態度」の欠如

（２） 軟性国家（SoftState）、汚職の日常化

（３） 環境保全の態度の欠如

（４） 対外依存における脆弱性

（５） 産業基盤の弱さ

（６） 多面的な貧困問題の難しさ

（７） 民主化と経済改革の両立の困難

これらの困難は、複雑に絡み合い、早急な解決を困難にしている。

アフリカにおいてアジア型成長が実現する可能性は殆ど無い。東アジア

の経済発展では、国家が経済改革で先導的な役割を果たしたが、同じよう

なことがアフリカですぐに起きると期待することは不可能である。自立の

欠如、低い技術水準、良好な経済実績の乏しさ、国際環境の変化（特定の

産業の保護をもはや許さない国際情勢）などもあるからである。

今やグローバリゼーションの時代である。依存しながらも自立性を保つ、

自立しながらも依存する、こういう姿勢が必須である。一口で言えば、

「依存自立」ということになろう。自立した協調的な政策や支援が長期に

わたり一貫して必要である。ドナー諸国、IMF、世銀が、アフリカの生

活習慣や伝統的考え方との折り合いを付けながら、NGOとの協力のもと

で、経済改革と政治改革を支援することが勧められる。支援が自立を促す

ことが大切である。援助にいつまでも依存していては自立は実現しない。

ミュルダールは『アジアのドラマ』で「態度」と「制度」の重要性を一

貫して説いた。『アフリカのドラマ』をもし書いたとしたなら、彼はやは

り、「態度」と「制度」に焦点を当てたことであろう。教育の成果の普及

を妨げる「態度」が、不平等な「制度」のもとで持続する。ミュルダール

は「たとえ教育水準が引き上げられたとしても、不平等が支配的で国家が

依然として『軟性国家』であるならば、態度や村落社会の諸制度は不変の

ままであるかもしれない。こうした惰性的な要因は、発展を妨げ、あるい

は、遅らせることになる」と述べた。これはまさに、今のアフリカに当て
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はまる。外から見ると多くの問題が見える。アフリカの最大の問題は、人々

がそういう問題を問題と意識していないことにある。人々は惰性で生き、

態度や制度において進歩する意欲を持たない。底辺の層はその日暮らしで

あり、より良き明日のために予め努力することをしない。将来のことを考

えて計画することはない。トップは優秀でも、従う中間的指導層がいない。

新生アフリカで安易な楽観論は後退する。

アフリカには過去に輝かしい栄光の時代があった。しかし、今は、ボー

ダーレスの時代である。アフリカ再生の基本は、透明性、良い統治、経済

発展に寄与する「態度」と「制度」である。経済成長は、効果的な政治制

度なくしては不可能である。経済成長があれば、人々の不満は減り、対立

や紛争が減り、民主主義がさらに浸透する。南アフリカのマンデラ大統領

も在職中に「経済が発展すれば対立は解ける」と述べたそうである。
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